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Execu tive  S u m m ary 報文概要一覧

『 M p res s ion  S m a rt M otor S ens o r』 低圧三相かご型誘導 
モータ ーに特化し た予知保全ソ リ ュ ーショ ンについて 

―AI アルゴリ ズムによる全自動診断　 低圧三相モータ ーに特化し た予知保全―

株式会社マク ニカ  アルティ マカ ンパニー プロダク ト マーケティ ング部 
榎原史朗

予知保全と は， 設備や装置の故障・ 異常を 予知し ， 効率的な保全を 行う 考え方である。

予知保全の導入により ， 異常を 事前に検知し ， メ ンテナンス対策を 取るこ と が可能で， 突発的なト ラ ブルを 防

ぐ こ と ができ る。

従来の予防保全では定期的なメ ンテナンスが行われるが， 必要以上にメ ンテナンスを 行っ てし まう 問題や突発

的な異常を 捉えら れない問題がある。

そこ で， 新たな手法と し て「 状態基準保全（ CbM ）」 が注目さ れており ， センサーや解析の進化によ り ， 設備

や装置の状態を 把握し ， 故障・ 異常を 予知するこ と が可能である。

「 S m a rt M oto r S ens o r（ S M S ）」 は， 三相誘導かご型モータ ーの故障を 予知する ためのソ リ ュ ーショ ン であ

る。 振動や温度などのデータ を 収集し ， ク ラ ウド で解析するこ と で， モータ ーの状態を 判断する。

S M S はセン サーを 装置に取り 付ける 際の容易さ やセッ ト アッ プ の簡便さ ， 学習モデルによ る 自動判定など，

従来の CbM の障壁を 解消し ， モータ ーの異常や劣化を 正確に判断する こ と ができ る 。 また， S M S はモータ ー

の機能ごと に異常を 判定し ， 状態推移や劣化の傾向を 把握する 能力を 持っ ており ， ダッ シュ ボード やスマート

フ ォ ン アプ リ を 通じ てユーザーに結果を 提供する。 AP I を 使用し て他のシステムと 連携する こ と も 可能で， 複

数の設備の判定結果を 1 つの画面で確認する 効率的な管理が実現でき る。 S M S は， 従来の予防保全に代わる新

たな予知保全の手法と し て注目さ れている。

（ 本文 2 ページ）

3D スキャ ナを用いたボイ ラ 内水管減肉非破壊検査技術の 
現状と 展望

アンリ ツ株式会社 環境計測カ ンパニー 営業本部 
東　 修

アン リ ツは， 国内紙パルプ企業保有の循環流動層ボイ ラ を 対象に 2022 年冬より 技術検証を 行い， のべ 10 回の

計測を 実施し た。 ボイ ラ 特殊環境での測定時におけるノ ウハウを 獲得し ， 一年で倍以上の測定速度向上を 果たし

た。 結果分析にかかる 時間も 数日から 1， 2 日程度に短縮し ている。 当技術は N D T 用途に特化し たソ フ ト ウェ

ア U I 開発が肝要と なる ため， ソ フ ト ウェ ア開発先と 連携を 深めている。 現在超音波検査を 正と する 電気事業法

の検査要領も ， 将来 3D データ と 超音波検査のデータ の相関性が蓄積さ れれば， 有効なスク リ ーニング方法と し

て認知さ れ， ボイ ラ 減肉検査の時短と 安全操業に寄与する こ と 大と 考える。 加えて， 3D スキャ ナはボイ ラ 側面

水管だけではなく ， 耐火材， パイ プ， タ ンク ， 回転体のブレ ード などおよそ表面が摩耗するも のに関し ては形状

評価でき るも のであるため， プラ ント 向け N D T 技術と し て広範囲に技術の認知を はかっ ていき たい。

（ 本文 5 ページ）

画期的なロール平行度測定技術パラ ラ イ ン 
従来より も 高い精度で測定可能 

―レーザーリ ングジャ イ ロを使用し たロール平行度測定技術を紹介―

有限会社ティ ティ エス 診断事業部 
並木侑太， 藤本啓介

多種多様な紙を 製造し ている設備があるが， 共通し てロール設備を 使用し ている。

坪量を 下げたも のを 生産し たい， ラ イ ンスピード を 上げたいが問題が起き るので控えめにし ている。

─ 017 ─2024 年 4 月
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こ う いっ た問題で， 念頭に上がる要因の一つと し てロール平行度がある。 限ら れた設備の停止期間で， 正確な

平行度を 測定し 問題解決の糸口にし たいが， 短期間では測定ができ ない。 また， 設備間の構造物やフ ロアの違い

で正確な平行度測定ができ ているのか不安要素が多く あり ， 測定を し ても 結果に対し 疑念があがり 修正計画を 立

てら れない。

こ のよう な問題を 解決でき るのが， 宇宙・ 航空工学で利用さ れているリ ングレ ーザージャ イ ロを 用いたロール

平行度測定器パラ ラ イ ンである。

従来， ロール平行度を 測定する際に精度面で問題と なるのは， ロール間の距離， ロールの大き さ の違い， 比較

するロ ールのフ ロアや部屋の違いなどであっ た。 こ の度紹介するロール平行度測定器では前途の内容は影響せず，

一つの基準で全てのロールを 1 対 1 で比較， 高精度での測定が可能である。

（ 本文 9 ページ）

大改修時代は染め Q が担う ～再生・ 延命ソ リ ュ ーショ ン～

株式会社染め Q テク ノ ロジィ  
渡邊洋平

当染め Q テク ノ ロジィ は世の中の「 困っ た」 を 解決する技術開発研究所。 独自の技術である 「 ナノ 接着技術」

と 「 新素材による補強技術」 を 使用するこ と で， 劣化し たコ ンク リ ート や鉄部などの補強・ 長寿命化が可能。 劣

化し た物を 交換せずに新素材を 塗布し 補強を するこ と で， 無駄な産業廃棄物が発生し ない， かつ， 大幅なコ スト

削減を 実現さ せるこ と ができ る。 さ ら に， 低温化や湿潤面への塗布， ケレ ンを 必要と し ない防錆塗料など， 工場

内外部および構造物の種類を 問わず幅広く 活用さ れている。 すでに多く の実績があり ， 民間だけでなく 公共事業

にも 拡大し ている。

（ 本文 14 ページ）

抄紙機における CD 品質の最適化によるコ スト 削減 
―第 5 世代自動紙試験機の活用―

A BB 株式会社 プロセスイ ンダスト リ 事業部 
依田裕道

2050 年までのカ ーボンニュ ート ラ ルな日本にするために， 産業界全体への生産プロセスの改善・ 転換のプレ ッ

シャ ーが年々強く なっ ています。 また日本， そし て素材産業なら ではの問題と し て， 人口の減少， 魅力的な IT

産業への人材流出によ り ， 素材産業は優秀な労働力を 確保する こ と が難し い状況にあり ます。 一方で，「 紙」 は

人に， そし て環境に優し い最良の材料であり ， 近年の脱プラ スチッ ク の流れと 新素材への期待から ， 今後多く の

可能性を 秘めた材料でも あり ます。

本稿では， 抄紙機の CD 品質の最適化を 自動紙試験機で実施し た事例について， ABB の最新機である第五世

代自動紙試験機 Auto lin e-S /L の特長を 踏まえながら 説明する。

抄紙機において CD 品質の安定化は永遠のテーマである。 一般的かつ有効な手法と し て QCS がある。 QCS

では坪量， 水分， 灰分などの計測が可能だが， オンラ イ ンであるこ と から 直接紙に触れて計測する， 強度特性は

計測が出来ない。 またロ ールに対し てジグザグな計測であり ， 純粋な CD 品質のばら つき を 捉える こ と は出来

ない。 当然ではあるが， 手動測定のよる紙試験では， 機器や作業者数の点から ， 多点計測を 実施するこ と は出来

ない。

ABB の第五世代自動紙試験機は， CD の複数の特性（ 透気度， 平滑度， 厚み， 水分， 破裂， 引張， 引裂， 坪

量など） を 同時に計測するこ と で， 短時間で高精度な計測が可能である。 製造直後のロールから 試験片を 採取し ，

最短 10 分で CD 品質プ ロ フ ァ イ ルを 得る こ と が出来る。 CD 品質プロ フ ァ イ ルから ， プ ロ セスの何を 調整すべ

き か， 見当を つけるこ と が出来， ロールが製造さ れるたびに， 適切な調整が可能と なる。

過去の導入事例では， 上記によ り 生産性は 1.5％向上， ク レ ーム品は 20％削減， 薬品の過剰投入は 5％抑制す

る こ と が可能になっ た。 また測定は完全に自動化， かつ高速である ため， 計測者の人員削減と いう 効果も あり ，

─ 018 ─ 紙パ技協誌　 第 78 巻第 4 号
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プロセスを 改善し ながら ， 固定費を 下げるこ と で， スムーズな投資回収を 実現が可能になる

（ 本文 17 ページ）

音響と 応力によるソ フ ト ネス測定の最新情報

三洋貿易株式会社 ラ イ フ サイ エンス事業部 科学機器部 
谷川和美

ティ シュ ー等の紙製品の手触り 感， 柔ら かさ は顧客が直接評価でき ， その製品が選ばれる上で重要な因子であ

るが， 手触り 感評価は多く の場合， 人が実際に触っ たと き の感触で評価し 数値化し ている。 し かし 人による評価

は主観的で個人や性別， 国柄， 天気や気分にさ え影響を 与えるも のであり ， 客観的に評価でき る装置が望まれて

いる。 独国 em tec 社製のソ フ ト ネス測定装置 TS A は， 手触り 感を 評価する 装置である。 音響と 応力を 測定す

るこ と で， “本当の柔ら かさ ”， “滑ら かさ / 粗さ ”， “剛性 / 柔軟性 ”の 3 つのパラ メ ータ を 得るこ と ができ ， さ

ら にこ の数値から 実際の手触り 感と 相関を 持たせたアルゴリ ズムによ り 得ら れる ハン ド フ ィ ール値（ H F 値） を

得るこ と ができ 季節や天気に左右さ れずに人の手の評価を シミ ュ レ ーショ ンする こ と ができ る。 さ ら に不織布等

を タ ーゲッ ト と し た新し い測定法が開発さ れた。 従来の方式では細孔の大き なサンプルでは音響測定の感度が悪

い問題があっ たが， プラ スチッ ク フ ィ ルムを サンプルの下に敷く こ と でサンプル間の細孔度の差の影響を なく し

十分な感度で音響測定を 行う こ と が可能と なっ た。 TS A を 用いる こ と で天気やパネリ スト の気分の差に左右さ

れず客観的に手軽に評価でき ， 工程間にも 取り 入れるこ と が可能なため品質改善， 工程管理， 開発にも 役立つこ

と が期待さ れる。

（ 本文 24 ページ）

飛翔性昆虫類における太陽光 LED ， 高演色 LED ， 
および白色 LED の防虫性能の評価

イ カ リ 消毒株式会社 技術研究所 
木村悟朗 

イ カ リ 消毒株式会社 商品開発部 
草間俊宏 

イ カ リ 消毒株式会社 事業開発部 
渡邉裕行

白色 LED の発光方式と し て， 青色 LED + 黄色発光蛍光体は発光効率と 製造コ スト の点で優れているため現在

最も 普及し ている。 一方， こ の発光方式では青色と 黄色に偏っ た分光分布と なり ， 演色性が低いと いう 課題があ

る。 近年， 高演色性を 特徴と する 高演色 LED と 太陽光に近い分光特性を 持つ太陽光 LED が製品化さ れている。

各 LED 照明は大半が可視光内にあり ， 近紫外線を ほと んど含まないため， 昆虫の誘引を 抑制でき ると 考えら れ

ている。 し かし ながら ， 高演色 LED と 太陽光 LED の防虫効果については十分に検討さ れていない。 本研究は，

白色 LED ， 高演色 LED ， 太陽光タ イ プ LED ， およ び試作防虫 LED の誘虫性能を 評価する ために室内試験を

行っ た。 試験にはイ エバエと ク サビ ノ ミ バエを 用いた。 高演色 LED は， 白色 LED に比べてイ エバエの捕獲数

が有意に多かっ た。 白色 LED に比べ，太陽光 LED で捕獲さ れたイ エバエと ク サビノ ミ バエの数が有意に多かっ

た。 イ エバエの捕獲数は， 高演色 LED より も 太陽光 LED の方が有意に多かっ た。 白色 LED で捕獲さ れたイ エ

バエ は， 試作防虫 LED で 捕獲さ れたイ エ バエ よ り も 有意に多かっ た。 こ の結果から ， 高演色 LED と 太陽光

LED は， 白色 LED よ り も 高い誘虫力を 持つこ と がわかっ た。 一方， 試作防虫 LED は白色 LED よ り も 誘引力

が低い。 こ れら の結果から ， 昆虫の誘引性は紫外線だけでなく 可視光にも 影響さ れるこ と が示唆さ れた。

（ 本文 28 ページ）

─ 019 ─2024 年 4 月
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防虫防そに関連する各種データ の活用と 効果的な対策のポイ ント

アース環境サービス株式会社 開発本部学術部 
石崎健郎

紙パルプ業界の防虫防そ管理を 適切に進めていく には， 各種モニタ リ ングデータ の活用と 対策立案に関し て十

分に効果や効率を 検討する必要がある。

まず， モニタ リ ングデータ の活用においては捕虫器等による調査結果だけでなく ， 他のデータ を 紐づけていく

こ と が重要であり ， 特に「 欠点検知データ 」 は， 実際に製造ラ イ ンや製品に混入し ていると いう 点から 優先順位

の高い情報であり ， 活用方法を 明確化し ておく 必要がある。 また， 風向風速等の原因系に関するデータ は予防的

管理のために有効である。 一方， 各種データ の活用にあたっ ては「 守るべき エリ アの明確化」 などリ スク ベース

の観点が重要と なり ， その評価においては相関分析などの手法を 活用すると 効果的な場合がある。

次に対策面については， 工場で捕獲さ れている昆虫の特性に基づいて検討し ていく こ と が大前提と なる。 その

う えで， 特に外部侵入性の飛翔昆虫については， 外周部から 製造工場への接近防止， 外周部から 製造工場への侵

入防止， 工場内での昆虫拡散及び重要ラ イ ン への接近防止， 工場内での内部発生防止， と いう 昆虫移動経路の段

階に沿っ て対策を 組み立てていく と 考えやすい。 そし て各段階の対策には捕獲や殺虫， 間仕切り や送風， 5S の

徹底などがあるが， それぞれにメ リ ッ ト だけでなく デメ リ ッ ト やリ スク なども 十分に考慮し たう えで選定し てい

く こ と が重要である。

（ 本文 31 ページ）

2023 年度カ ーボンニュ ート ラ ル行動計画フ ォ ローアッ プ調査結果
（ 2022 年度実績） と 温暖化対策関連情報

日本製紙連合会 
先名康治

日本製紙連合会は日本経団連加盟の他の業界団体と 共に， 1997 年よ り 環境自主行動計画を 策定し ， 毎年その

取り 組み状況を 公表し て来た。 2013 年度から は 2030 年度に向けて新たな環境行動計画と し て「 低炭素社会実行

計画」（ 2021 年度に名称変更で「 カ ーボン ニュ ート ラ ル行動計画」 と なっ た） を 策定し ， 地球温暖化防止に積極

的に取り 組んでいる。 その活動目標は以下の通り である。

① 　 国内の生産設備から 発生する 2030 年度のエネルギー起源 CO 2 排出量
※
を 2013 年度比 38％削減する。   

※エネルギー起源 CO 2 ＝化石燃料起源 CO 2 ＋購入エネルギー起源 CO 2―販売エネルギー起源 CO 2

② 　 2030 年度までに 1990 年度比で 37.5 万 ha  増の国内外の植林地面積を 65 万 ha と する。

2023 年度のフ ォ ロ ーアッ プ調査結果（ 2022 年度実績） によ る と ， 2022 年度の実績 CO 2 排出量は， 1,434 万で

あり ， 前年度に対し 150 万 t（ 9.5％） の減少と な っ た。 ま た， 2022 年度の CO 2 排出原単位の実績値は 0.674 

t-CO 2 /t と なり ， 前年度の 0.720 t-CO 2 /t よ り 大幅に改善し ている。 こ れは， こ れまでの燃料転換， 省エネル

ギー対策， 効率的生産を 目指し た設備の統廃合などの推進による成果である。

本報告ではこ の調査結果を 報告すると と も に， 紙パルプ産業におけるエネルギー事情や温暖化防止対策に関す

る経済産業省および環境省の最近の動向を 紹介する。

（ 本文 37 ページ）
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木材パルプ複合紙の開発と 土壌分解性の評価

筑波大学 生命地球科学研究群 
タ ンカ ンパイ  コ ッ チャ ポーン， ミ ル イ ハラ  パオラ  マリ ア 

筑波大学 生命環境系 
江前敏晴

プラ スチッ ク 廃棄物は， 処理施設の不足も あっ て， 不用意に環境に排出さ れ， 環境に対する地球規模での主要

なリ スク の 1 つと なっ ている 。 さ ら に， プ ラ スチッ ク の製造過程では， CO 2 が発生し 続け， 温室効果ガスと し

て地球温暖化の原因と なっ ている 。 国連で採択さ れた S D Gs のう ち ， 特に「 13： 気候変動に具体的な対策を 」

は， 特に重要で， 地球の天然資源を 保護し ， 気候変動に対処し ， 持続可能な開発の促進を 目指す。 本研究ではこ

の目標達成を 視野に入れて， 生分解性ポリ マーを 活用し た紙系コ ン ポジッ ト 材料の開発を 行っ た。 セルロ ース，

キト サン， 及びその他の天然ポリ マーやポリ カ プ ロ ラ ク ト ン （ PCL） は生物によ っ て分解さ れる ため， PCL-

セルロース複合体は， 配合比や製造方法を 適切に設定するこ と により ， 多様な機械的物性を 付与し て用途開発の

自由度が広がるう えに， コ ンポジッ ト そのも のが生分解性材料と なる。 本研究では， 従来の製紙技術を 応用し て

PCL-セルロ ース複合体を 製造する 技術を 開発し た。 その複合体の土壌中で分解速度のほか， 機械的， 化学的，

熱的， 及び構造的特性を 調べたので報告する。

（ 本文 60 ページ）
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